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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：推定フェロモン受容体。,その他：チンパンジーとゴリラの相同タンパク質は存在せず、それらの遺伝子は擬遺伝子である。,オンライン情報：No one nose - 2005年8月号 61,多型：VN1R4には様々な対立遺伝子が知られている。ここで示す配列は、対立遺伝子VN1R4*1のものである。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,機能：推定フェロモン受容体。,その他：チンパンジーとゴリラの相同タンパク質は存在せず、それらの遺伝子は擬遺伝子である。,オンライン情報：No one nose - 2005年8月号 61,多型：VN1R4には様々な対立遺伝子が知られている。ここで示す配列は、対立遺伝子VN1R4*1のものである。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
	-
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	VN1R4抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COS7細胞ライセートのVN1R4抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	VN1R4 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

